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リスクマネジャーとして“キラリグッド”の実践を 子ども時代の夢をかなえて〜施設ナースとして私のできること〜

ご利用者の安心・生きがい・感動をつくる 委員会活動から多職種連携を学ぶ

下北半島の中央に位置する恐山山
地の最高峰・釜
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のふもと、昭和
35年に日本で最初の平仮名の市とし
て誕生した『むつ市』に最初に設立
された老健施設、シルバーケアセン
ターむつに私が勤務し20年が経ちま
した。
当施設として初めての役職・介護
リーダー兼リスクマネジャーに就い
たばかりのときは、「何かしなければ
いけない」という使命感と「何から
始めればいいのか」という不安がありました。
案の定、最初は１人で空回り。『多職種協働』
を実践する難しさはいまでも感じますが、仲間た
ちからの温かい励ましの言葉「がんばってるね」
「それいいね」に元気づけられる毎日です。
そして、改めてコミュニケーションの大切さに

私は小学５年の時に、友達に誘わ
れ老人ホームにボランティアに行き
ました。お年寄りたちとお話をした
り、お手玉をして遊びました。
時は過ぎ、中学３年の進路を決め
る時が来ました。ずっと工業高校へ
の進学を希望していた私ですが、あ
る夜見た夢がきっかけで、がらりと
希望校を看護科のある高校に変え、
担任の先生を驚かせてしまいました。
それは、例の老人ホームの夢でし
た。夢のなかで私は、「将来、こういうところで
働きたい。働くとしたら看護師の資格がある方が
役に立つ」と、具体的なことを考えていました。
あのお年寄りたちとのふれあいが今の仕事につ
ながり、将来の方向性を示してくれたのか……。
こうして看護師になった私は、プライベートで

当施設は、川越市北部に位置する比企郡川島町
という田畑に囲まれた農村地帯の一角にあります。
『安心・生きがい・感動づくり』をモットーとし、
特にご家族・地域とのネットワークづくりに励ん
でいます。
入所定員100名、通所定員80名の当施設で私は
作業療法士として働いています。主
に入所部門の認知症棟を担当してい
ますが、私は作業療法士として、ご
利用者に何ができるのか、どうすれ
ばご利用者が毎日安心して過ごせ、
生きがいを共有できるのかを考え行
動するようにしています。しかし、
１人で考えているだけでは前に進め
ないのも現実です。
老健施設で働いて10年。たくさん
のご利用者、ご家族、スタッフに出

当施設は、老健施設、ケアハウス、クリニック
等から成る大規模複合施設で、科学的根拠に基づ
いた統一したケアや連携の取れたチームケアを実
践するため、褥瘡、排泄、嚥下、認知症など８
つのチームを配した業務委員会があります。
私は、そのなかのコンチネンスケアチームに属
しています。コンチネンスとは「排
泄のコントロールがついた状態」を
意味し、コンチネンスケアは排泄障
害を予防することで、単なる下の世
話ではなく、たとえ障害があっても
気持ちよく生活できるよう支援する
ことです。
排泄は、移動・更衣・保清・排便・
食事という一連の生活動作や環境な
どの要素から成り立ち、その改善に
は多職種が連携して取り組むことが

気づかされます。転倒を減らすだけ
がリスクマネジメントではないので
すね。
苦情対応、院内感染対策、転倒・
転落や誤嚥防止、職員のスキルアッ
プ等、リスクマネジャーの役割は多
岐にわたります。
『良きコミュニケーションは最大

のリスクマネジメント』を信条とし、
施設全体で取り組めるよう、私はリ
スクマネジャーとしてその環境を整

え、ご利用者とご家族、そして職員が笑顔で過ご
せるよう、日々精進していきたいと思います。
新年を迎えいま特に思うことは、今年は、尊敬
するM先生お得意の“キラリグッド（いいとこ
見っけ！）”を、安全検討委員会と協力して実践
することです！

結婚、子育てと経験を積み、40代に入
り、法人グループ理念「明るい施設、
開かれた施設、いつでもどこでも迅
速に対応を。温かい心、温かい手で
よりよい介護・看護を」を掲げる恵
風苑の施設ナースとなりました。
今、入所者100名の方々のケアにあ
たっていますが、いろいろな年代、
多職種の方々と協働する機会が多々
あります。ご利用者のケアについて
は、皆で率直に意見を出し合い、納

得いくまで話し合います。
施設ナースとしてのスタートこそ遅かった私で
すが、そんな経験のない私を恵風苑はしかと受け
止めてくれました。これからも、大切なご家族を
お預かりしているという自覚をもち、出会いを大
切に勤めていきたいと思います。

会いました。なかでも大切なのはチームの力です。
ご利用者を中心に取り巻く、ご家族、医師、看
護師、ケアワーカー、支援相談員、栄養士、ケア
マネジャー、事務職、リハビリ職等、チームすべ
ての協力があるからこそ、ご利用者によりよいケ
アやリハビリを提供することができ、ともに前に

進んでいけるのです。
特に、ご利用者のいちばん近くに
いるケアワーカーの力は絶大とも
いってよく、彼らの情報や協力、意
見がないと私の力は発揮できないと
いっても過言ではありません。
今後も、私は認知症棟を担当する
作業療法士として、ご利用者やご家
族の生活をよりよい方向に導いてい
くことができるようチーム力を大切
にがんばっていきたいと思います。

求められます。
私はこの委員会の活動を通して、多職種連携の
重要性について学ぶことができました。チームに
配属された当初は、理学療法士の私がどうかか
わっていけばいいのだろうと悩みましたが、いま
は自分もチームの一員であり、期待されている役

割があることを実感しています。
「よい連携」に必要なことは、チー
ム内で共通の目標をもつこと、他の
職種の専門性を把握すること、相手
の意見を尊重しつつ自分の考えを伝
えることであると学びました。
これら委員会で学んだことは、す
べての業務にも通じることで、この
ようにステップアップする機会を得
たことに感謝し、これからの業務に
生かしていきたいと思います。

 恵風苑（岡山県）

 平成の森（埼玉県）  金沢春日ケアセンター（石川県）
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 シルバーケアセンターむつ（青森県）

介護（RM） 小
お が さ わ ら

笠原悟
さとる

046-048私の仕事私の思い_1603.indd   46-47 2016/02/10   17:51


